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幼児の気質特徴が養育者の育児不安に及ぼす影響
武井祐子 　寺崎正治 　門田昌子
要 　　　約
本研究の目的は，幼児の気質特徴と後の養育者の育児不安の関連性を明らかにし，養育者の育児不
安を予防，低減するために必要な対応について検討することである．歳過ぎの幼児をもつ養育者
名を対象に質問紙調査を実施した．質問紙は，尺度（否定的感情反応，神経質，順応性，外
向性，規則性，注意の転導性）項目から成る幼児気質質問紙と 尺度（中核的育児不安，
育児感情，育児時間）項目から成る育児不安質問紙であった．名の回答を分析した結果，
以下の点が明らかになった．（）中核的育児不安および 育児感情には，否定的感情反応が影
響を及ぼしていた．（）育児時間には，規則性，神経質が影響を及ぼしていた．以上のこと
から，育児不安を予防，低減するためには，気質特徴に応じた適切な対応を助言していくことが重要
と考えられた．
緒 言
昨今，社会問題となっている少子化や核家族化は，
養育者の育児への負担を強めている．少子化は，養
育者同士が子育て中の悩みを共有することを困難す
るため，養育者の孤立感を高めてしまう．また，核
家族化は，子育てを経験した人からの知識の伝達や，
子育てに関わる日々のサポートを得にくくするた
め，養育者が一人で育児を担うことになり，戸惑い
や不安感を強めることになってしまう．これらのこ
とが，結果的に，養育者の育児ストレスや育児不安
を強め，養育者の深刻な精神的問題や，虐待などの
不適切な育児行動につながっていくと考えられる．
養育者の育児ストレスや育児不安などの問題は，
乳幼児健康診査で把握されることが多い．そのた
め，現在の乳幼児健康診査の目的は，従来の疾病対
策から，養育者のリスクを早期発見，早期介入をお
こない，育児不安を解消させるような育児支援にス
ライドしている．しかし，乳幼児健康診査などの
相談現場では，養育者の育児ストレスや育児不安な
どの問題を把握して適切にサポートすることだけで
なく，養育者が育児ストレスや育児不安などの問題
を呈さないよう，予防という観点から対応を検討し
ていくことが重要であると考えられる．
従来，相談現場で訴えられる養育者の育児不安は，
主として子どもの発達をめぐる心配であり，その時
期に対応した具体的な助言で解決してきていた．し
かし，昨今，育児不安の内容自体が変化し，養育者
が漠然とした不安を訴えることが多いと指摘されて
いる．実際，相談現場では，「子どもとうまく関わ
れない」「子どもと一緒にいるとしんどい」といっ
た，具体的な方針を示すだけでは解決しない，漠然
とした育児不安や問題が訴えられるようになってい
る．よって，相談現場で養育者の育児不安に対応す
る専門家が，育児不安を低減あるいは予防するため
には，養育者の育児不安に影響を及ぼす要因につい
て把握しておく必要があると考えられる．
養育者の育児不安と関連する要因には，養育者の
パーソナリティ，子どもの発達状態，ソーシャルサ
ポートや育児環境などがあげられている．養育者の
パーソナリティでは，自分の内面に目を向けやすい
自己注目傾向や心配性傾向，自尊心などが指摘され
ている．ソーシャルサポートでは，夫からの実
際的あるいは精神的サポートの有無といった援助体
制，育児環境では，周囲に悩みを共有したり，情
報交換が出来る交流の場があるか否かということが
育児不安に影響を与えることが指摘されている．
子どもの発達状態では，子どもの発達に不安を抱い
ていると養育者の が下がることや	，子ども
に発達上の問題がみられた場合はそうでない場合よ
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りも養育者の育児ストレスが高いこと 
，運動障害
よりも対人関係や知的障害などの問題をもつ子ども
の養育者の育児ストレスが高いことが報告されてい
る．発達上の変化が著しい乳幼児においては，子
どもが正常に発達していないということが養育者の
育児不安を高める大きな要因になるであろう．さら
に，「かんしゃく」や「人見知り」，「激しく泣く」な
どの子どもの行動特徴が養育者の抑うつ重症度に影
響すること を考えると，発達上の問題がある場
合には，このような子どもの行動特徴が養育者の育
児不安や育児ストレスの程度をより強める可能性が
考えられる．
昨今，保育園や相談現場で，子どもの発達上の問
題を考える際に，子どもの生来の行動特徴，いわゆ
る「気質」を理解することが重要であると指摘されて
いる．気質とは，生得的，体質的な基盤をも
つ，個人の行動特徴であり，ある程度の期間，一貫性
をもつと考えられている．乳幼児期の気質について
実証的に研究した   （など）
は，ニューヨーク縦断研究（  ! "#$%&'$"
(%&')）の結果から，乳児期初期から子どもの反応
には個人差がみられ，特にその個人差は活動水準，
周期性，接近性，順応性，敏感性，反応強度，気分
の質，気の散りやすさ，注意の範囲と持続性という
つの行動特徴によって記述されるとしている．さ
らに，これらの特徴の組み合わせで，子どもを，「扱
いにくい」子ども，「扱いやすい」子ども，「時間の
かかる」子どもといった気質診断類型に分類できる
としている．
養育者の育児ストレスや育児不安と子どもの気質
特徴との関連性については，いくつかの先行研究で
指摘されている．しかし，従来の研究では，
育児不安と子どもの気質を同時期に調査し，両者の
関連性を検討することにより，養育者の育児不安と
関連のある気質特徴を明らかにしようとするもので
あった．しかし，養育者の育児不安を予防する，あ
るいは養育者の育児不安を低減するような相談現場
での対応を明らかにするためには，子どもの気質特
徴と養育者の育児不安との関連性を同時期に測り，
検討するだけでは十分とはいえない．つまり，ある
時期の子どもの気質特徴が，養育者の将来の育児不
安とどのように関連があるのか，すなわち，養育者
の将来の育児不安に影響を及ぼす子どもの気質特徴
を明らかにすることが，養育者の育児不安を引き起
こす，あるいは育児不安の程度を悪化させるリスク
の把握を可能にし，適切な介入の仕方を明らかにす
ると考えられる．
以上のことから，本研究では，幼児のどのような
気質特徴が養育者の将来の育児不安に影響をするの
かを明らかにし，さらに養育者の育児不安を予防，
低減するために，相談現場などで専門家が行うべき
対応について検討することを目的とする．
方 法
．質問紙
　 ．．気質質問紙
否定的感情反応，神経質，順応性，外向
性，規則性，注意の転導性の 尺度項目か
ら成る質問紙	を使用した．この質問紙は，相談
現場で使用するのに適切な項目数，日本の文化に馴
染んだ項目内容で構成され，因子的妥当性が確認さ
れている．回答は，「全くない」から「いつもある」
の 段階の頻度評定とした．
　 ．．育児不安質問紙
中核的育児不安，育児感情，育児時間の 
尺度項目から成る質問紙
を用いた．この質問
紙は，相談現場で容易に用いることができるよう作
成されており，子どもの発達過程に応じた養育者の
育児ストレスや育児不安を短時間に把握できる質問
項目から成っている．回答は「全くあてはまらない」
から「非常にあてはまる」の 段階評定とした．
．対象者
歳代の幼児をもつ養育者名である．質問項
目への回答が欠損となっている場合は分析から除外
したため，有効回答者数は名となった．回答者の
属性は，名中名が母親であった．対象幼児の
年齢は，気質質問紙回答時に平均ヵ月（(*+）
であり，性別の内訳は男児名（,），女児名
（,）であった．
．手続き
総合病院産婦人科で出産した養育者に対し，対象
幼児が 歳を過ぎた頃に郵送にて幼児気質質問紙を
配布，回答後，郵送にて回収した．回答が得られた
対象者に郵送にて ヶ月 年後に育児不安質問紙
を配布，回答後，郵送にて回収した．
結 果
気質質問紙および育児不安質問紙について，それ
ぞれの尺度ごとに平均値および，標準偏差を求めた．
気質質問紙の各尺度についての平均値と標準偏差は
表  ，育児不安質問紙の各尺度についての平均値と
標準偏差は表 に示した．
幼児の気質特徴と育児不安との関連を明らかにす
るため，幼児の各気質尺度得点と育児不安下位尺度
得点との間の相関係数を算出した（表 ）．
その結果，幼児気質質問紙の 否定的感情反応と，
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表  各気質尺度得点の平均と標準偏差
表  各育児不安尺度得点の平均と標準偏差
表  気質尺度と育児不安下位尺度の相関
育児不安質問紙の全ての下位尺度，つまり，中核的
育児不安（  +，-	），育児感情（  +，
-	），育児時間（  +	，-	）との間に正
の相関がやや認められた．また，幼児気質質問紙の
神経質と，育児不安質問紙の 育児時間との間
に負の相関がやや認められた（  + ，-	）．
さらに，幼児気質質問紙の 規則性と，育児不安
質問紙の 育児感情（  + ，-	）と 育
児時間（  + ，-	）との間に負の相関が
やや認められた．
養育者の将来の育児不安に対して説明力をもつ幼
児の気質特徴を明らかにするために，育児不安尺度
の各下位尺度を目的変数，幼児気質質問紙の各尺度
を説明変数として重回帰分析（ステップワイズ法）
を行った．
その結果，育児不安質問紙の 中核的育児不安に
対しては，幼児気質質問紙の 否定的感情反応のみ
がモデルにくみいれられていた（ +，-	，
累積. +	）（表 ）．最終モデルの.値は	で，
説明率はそれほど高くないが，回帰性の有意性を検
討するための分散分析の結果，/値がで，有意
確率が		であったため，求められた回帰式には意
味があると考えられた．
また，育児不安質問紙の 育児感情に対しては，
幼児気質質問紙の 否定的感情反応と 注意の転導
性がモデルにくみいれられていた（否定的感情反
応  +，-	；注意の転導性  + ，
-	，累積. +	）（表 ）．最終モデルの.
値は	で，説明率はそれほど高くないが，回帰性
の有意性を検討するための分散分析の結果，/値が
で，有意確率が		であったため，求められた
回帰式には意味があると考えられた．また，育児不
安質問紙の 育児時間に対しては，幼児気質質問
紙の 規則性，神経質，外向性，順応性が
モデルにくみいれられていた（規則性  + ，
-	；神経質  + 	，-	；外向性
 +	，-	 順応性  +	，-	累積
.

+）（表 ）．最終モデルの.値はで，説
明率はそれほど高くないが，回帰性の有意性を検討
するための分散分析の結果，/値がで，有意確
率が		であったため，求められた回帰式には意味
があると考えられた．
表  中核的不安育児不安尺度を目的変数とした重回帰分析
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表  育児感情尺度を目的変数とした重回帰分析
表  育児時間尺度を目的変数とした重回帰分析
中核的育児不安，育児感情，育児時間の 
つの目的変数に対して，気質質問紙の気質特徴を説
明変数として得られたモデルの説明率は低かった．
しかし，否定的感情反応であらわされる気質特徴
を強く示す子どもの養育者は，中核的育児不安や
育児感情で示される育児不安が高いこと，神経
質や 規則性であらわされる気質特徴を示さない
子どもの養育者は，育児時間で示される育児不安
が高くなることが明らかとなった．
考 察
本研究では，どのような種類の幼児の気質特徴が
後の養育者の育児不安と関連があるのかを検討し，
養育者の育児不安を予防，低減するために，育児相
談にあたる専門家が養育者に行うべき対応について
検討することを目的として実施した．
今回の結果から，育児不安のなかでも 中核的育
児不安および 育児感情については，子どもの気
質の 否定的感情反応が影響を及ぼすことが明ら
かとなった．中核的育児不安は，「子育てに失敗
するのではないかと思うことがある」「母としての
能力に自信がない」などの項目にみられるように，
自分が育児をすることに対する不安である．一方，
育児感情は，「子どもをわずらわしいと思うこと
がある」「子どもを育てることに負担を感じる」な
ど，子どもあるいは子育てに対する否定的な感情を
中心とした不安である．これらの育児不安に影響を
及ぼしていた子どもの気質特徴である 否定的感情
反応は，「思い通りにならないと激しく感情を表
す」「よくさわいで大泣きする」など，育児をする
上での扱いにくさを示すような内容から構成されて
いる．このような気質特徴を示す子どもは様々な問
題行動を示すことが先行研究で指摘されている．
養育者は，日々の育児のなかで，子どもの様々な問
題行動や扱いにくい行動に適切に対処できないため
に，子育てそのものに対して自信をなくし，挫折感
や育児への否定的な感情が高まっていくと予想され
る．子どもの気質特徴と養育者の育児不安を同時期
に測った先行研究でも，子どもが 否定的感情反応
であらわされる気質特徴を示すことと養育者が育児
困難感や不安・抑うつ気分といった育児不安を抱く
こととの関連性が指摘されている．子どもの気質
傾向は一過性のものではなく，変化しにくいことを
考えると，このような気質特徴をもつ子どもの養育
者の訴えを，できるだけ早期に専門家が受けとめて
いくことが，養育者の育児不安を低減していくこと
につながると考えられる．さらに，子どもの問題行
動や扱いにくい状態への具体的な対処方法を一緒に
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考え，養育者が育児困難感を一人で抱えこまないよ
うサポートしていくことが，養育者の育児不安を予
防し，養育者が適切な育児行動を行うことを可能に
すると考えられる．
一方，今回の結果から，育児不安のなかでも 育
児時間については，幼児の気質の 神経質と 規
則性が影響を及ぼすことが明らかになった．育児
不安質問紙の 育児時間は，「自分の時間がない」
「一人になれる時間がない」など，育児のために養
育者が自分の行動や時間に制限を感じるといった時
間に関する不安である．この育児不安に影響を与え
ていた 神経質は，几帳面さや敏感さ，聞き分け
のよさを示す内容から構成され，規則性は，食
事や睡眠のリズムが規則的かどうかという内容から
構成されている．これらの気質特徴のうち，規則
性は，子どもの気質特徴と養育者の育児不安を同
時期に測った先行研究で，養育者の育児不安と関連
性があることが指摘されている．睡眠や食事
のリズムが安定しない気質傾向の子どもをもつ養育
者は，常に子どもに対応しないといけなくなるため，
育児に費やす時間が増え，自分の行動や時間の制限
を感じるといった不安が高まっていくと考えられる．
よって，養育者の育児不安を低減，予防するために
は，できるだけ早期に養育者の訴えを把握したうえ
で，時間的な余裕のなさが中心的問題となる育児不
安を抱きやすくなることを考慮し，時間の使い方や，
場合によっては養育者が子どもから離れて時間的な
余裕を持つことができるような環境設定を助言して
いくことが必要と考えられる．また，先行研究では
関連性が指摘されていなかった 神経質でない
気質傾向が，自分の行動や時間が制限されるといっ
た養育者の将来の育児不安を高めることが，今回の
結果より明らかとなった．神経質でない気質傾
向は，几帳面さがなく，周囲の変化などに鈍感で，
聞き分けがよくないことを示している．このような
気質傾向をもつ子どもは，養育者が望んでいること
に気づきにくく，マイペースで行動しやすいと考え
られる．また，養育者の意図に反して子どもが自分
本位で行動することは，養育者が子どもの行動をコ
ントロールしたり，環境調整をしないといけなくな
ることにつながっていくであろう．そのため，自分
の行動や時間が制限されるといった養育者の将来の
育児不安を高めるのではないかと考えられる．子ど
もが 神経質でない気質傾向を示した時点で，養
育者の育児不安がどのような状態であるかは明らか
になっていないが，養育者の将来の育児不安を予防
するためには，早い段階で子どもが 神経質であ
らわされる気質傾向を示さないことを把握し，時間の
使い方や養育者が子どもから離れられるような環境設
定を専門家が助言していくことが必要と考えられる．
育児不安と関連性があることが明らかになった気
質特徴をもつ子どもの養育者には，可能な限り早期
の段階で訴えを把握できるように関わることや，気
質に応じた日常での対応や環境設定，また関連がみ
られた育児不安の内容を低減できるような対処方法
を専門家が相談現場などで助言していくことが養育
者の育児不安を予防，低減していく一助になると考
えられた．今後は気質に応じた対応を助言すること
で，養育者の育児不安が低減するかについて検討す
る必要があると考えられる．
これまでの育児不安研究において，子供の気質特
徴をとりあげた研究はなく，気質特徴が育児不安に
対して有する説明力は小さかったが，この研究の理
論的および応用的意味は大きいと考えられる．今後，
気質特徴と育児不安をつなぐメカニズムについてよ
り詳細な研究が望まれる．
本研究は，平成年度川崎医療福祉大学プロジェクト研
究費の助成金を受け，倉敷成人病センターの協力を得て実
施した．また，質問紙配布および回収，データ入力の際に
は，川崎医療福祉大学医療福祉学研究科大学院の井元友貴
氏に協力を得た．ここに謝意を表します．
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